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6,491,719,159 4,232,459,113

1,032,192,609 3,795,809,605

491,000 269,808

1,293,534,952 100,000,000

2,515,549,023 63,156,040

1,385,756,052 25,338,129

530,787 23,678,273

51,773,162 27,040,253

1,307,500 36,007,070

601,389 18,397,987

87,579,795 111,440,595

98,115,158 378,291

19,304,945 30,943,062

4,982,787 　

938,629,423 293,719,104

502,872,950 2,630,623

45,683,782 　 84,100,000

1,194,519 149,598,481

349,758 　 57,390,000

277,708,968 　 4,526,178,217

177,935,923

19,073,278 　 2,870,727,362

16,571,792 　 800,000,000

2,501,486 2,070,727,362

416,683,195 　 22,000,000

123,996,675 2,048,727,362

106,500,000 　 13,500,000

49,302,647 1,667,000,000

44,441,469 　 368,227,362

86,389,968 33,443,003

16,052,436 　 33,443,003

△10,000,000 2,904,170,365

　 7,430,348,582 7,430,348,582

商 品

貯 蔵 品

前 払 金

立 替 金

無 形 固 定 資 産

純 資 産 の 部土 地

投 資 そ の 他 の 資 産

資 本 金

有 形 固 定 資 産

車 両 運 搬 具

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目

現 金 及 び 預 金

流 動 負 債

未 払 作 業 費

得 意 先 貸

金 額

取 立 未 払 金

流 動 資 産

受 取 手 形

短 期 借 入 金

東京都中央区日本橋茅場町三丁目９番１０号

全 国 通 運 株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長 永 田 浩 一

（単位：円）

貸 借 対 照 表

（ 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 ）

未 収 入 金

交 計 未 収 金

未 払 法 人 税 等

未 払 費 用

未 払 消 費 税 等

取 立 未 収 金

リ ー ス 投 資 資 産

負 債 及 び 純 資 産 合 計

そ の 他 資 産

繰 越 利 益 剰 余 金

前 受 収 益

賞 与 引 当 金

構 築 物 退 職 給 付 引 当 金

負 債 合 計

役員退職慰労引当金

差 入 保 証 金

資 産 合 計

特 別 準 備 金

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

株 主 資 本

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

保 険 積 立 金

その他有価証券評価差額金

そ の 他 利 益 剰 余 金

別 途 積 立 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

関 係 会 社 株 式

建 物

未 払 金

投 資 有 価 証 券

ソ フ ト ウ ェ ア

長 期 保 証 預 り 金

器 具 備 品

固 定 負 債

電 話 加 入 権

利 益 準 備 金

前 払 費 用

そ の 他 流 動 資 産

資 産 除 去 債 務

前 受 金

固 定 資 産

預 り 金

保 証 預 り 金



（単位：円）

　

　

　 　

3,000,000 　　　国 庫 補 助 金

　　　

167,814,263

280,781

4,297,834

雑 損 失

営 業 外 費 用

支 払 利 息

経 常 利 益

40,734,346

203,199

926,807,271

　　

　

　　

受 取 利 息

　　　

   

当 期 純 利 益 105,927,708

科 目

売 上 総 利 益

業務管理費及び一般管理費

金　　　　　額

35,913,164,073

34,858,996,104

特 別 利 益

雑 収 入

受 取 配 当 金

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

127,360,698

1,054,167,969

営 業 利 益

営 業 外 収 益

　

64,316,437

1,000,000

　　　

法 人 税 等 調 整 額 △2,429,882

77,582

34,005,552

　　　

税 引 前 当 期 純 利 益

固 定 資 産 圧 縮 損

法人税、住民税及び事業税

特 別 損 失

　 　

損 益 計 算 書

(平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで)

売 上 高

売 上 原 価

1,430,960

3,000,000

　

61,886,555

167,814,263

　

 　



特別準備金 別途積立金
 繰越利益

剰余金

800,000,000 22,000,000 13,500,000 1,667,000,000 262,299,654 1,964,799,654 2,764,799,654

105,927,708 105,927,708 105,927,708

　　

　 　 　 　 105,927,708 105,927,708 105,927,708

800,000,000 22,000,000 13,500,000 1,667,000,000 368,227,362 2,070,727,362 2,870,727,362

105,927,708

100,741,640

33,443,003 33,443,003 2,904,170,365

　

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで）
（単位：円）

株 主 資 本

利 益 剰 余 金

株主資本
合　　計 利益剰余金

合　　計

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益準備金

当 期 首 残 高

当 期 変 動 額

当 期 純 利 益

資 本 金

当 期 変 動 額 合 計

残高及び変動事由

当 期 末 残 高

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計その他有価証券評価
差額金

評価・換算差額等合計
残高及び変動事由

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計

38,629,071 38,629,071

当 期 末 残 高

当 期 首 残 高

当 期 変 動 額

当 期 純 利 益

2,803,428,725

△5,186,068 △5,186,068 △5,186,068

△5,186,068 △5,186,068



《個別注記表》 

1. 重要な会計方針 
（１）有価証券の評価基準および評価方法 
  ① 満期保有目的の債券 
    償却原価法（利息法） 
  ② 子会社株式および関連会社株式 
    総平均法による原価法 
  ③ その他有価証券 
    時価のあるもの 

決算末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は総平均法により算定） 

    時価のないもの 
     総平均法による原価法 
（２）たな卸資産の評価基準および評価方法 
     移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）によっております。 
（３）固定資産の減価償却の方法 
  ① 有形固定資産 
     賃貸資産 
      法人税法に規定する減価償却の方法と同一の基準を採用し、定額法によっております。 
     一般資産 
      法人税法に規定する減価償却の方法と同一の基準を採用し、定率法によっております。 
      ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに平成28年4月1日 

以降に取得した建物附属設備および構築物については、定額法によっております。 
      なお、梶ヶ谷支店における建物および12ftコンテナの減価償却年数は経済的使用可能 

予測期間に基づいております。  
  ② 無形固定資産 

法人税法に規定する方法と同一の基準により定額法によっております。 
  ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づ
く定額法によっております。 

（４）引当金の計上基準 
  ① 貸倒引当金 
      債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま
す。 

② 賞与引当金 
      従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上し

ております。 
③ 退職給付引当金 

      従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき計上してお
ります。なお、平成17年4月より確定拠出年金制度を採用しております。 

④ 役員退職慰労引当金 
      役員の退職金の支出に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額を計上しておりま

す。 
（５）収益および費用の計上基準 
      ファイナンス・リース取引に係る収益および費用の計上基準 

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する会計処理によっております。 
（６）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 
    消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっております。 
 

2. 貸借対照表に関する注記 
（１）  関係会社に対する金銭債権債務   

 ① 短期金銭債権 135,150,863円  

 ② 短期金銭債務 2,688,962,523円  

（２） 有形固定資産の減価償却累計額      1,706,770,384円  

（３） 国庫補助金の受け入れにより有形固定資産の取得原価から控除している金額 

  166,734,107円 

3. 損益計算書に関する注記 
   関係会社との取引高 
（１）営業取引 

 売 上 高 673,081,869円 

 営 業 費 用 27,032,105,042円 



（２） 営業取引以外の取引 2,375,000円 

4. 株主資本等変動計算書に関する注記 

   発行済株式の総数に関する事項 
 

株式の種類 当事業年度期首 増   加 減   少 当事業年度末 

普通株式 1,600,000株 ― ― 1,600,000株 
  
 

5. 税効果会計に関する注記 

    繰延税金資産の発生の主な原因は、賞与引当金、退職給付引当金、減価償却限度超過額等であり
繰延税金負債の発生の主な要因は、その他有価証券評価差額金であります 

    なお、繰延税金資産から控除されている評価性引当金は61,880,413円であります。 

 

6. 資産除去債務に関する注記 

（１）資産除去債務の概要 

    当社は、土地所有者との間で事業用定期土地賃貸借契約を締結し、資源物積替施設を建設、平
成11年4月1日より営業を開始しました。当社と土地所有者との不動産賃借契約においては、賃借
期間終了時に原状回復のうえ、返還することが義務付けられているため、契約上の義務に関して
資産除去債務を計上しております。 

（２）資産除去債務の金額の算定方法 

    使用見込期間を土地所有者との契約終了日までと見積計算しております。 

（３）当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減 

  当事業年度期首残高 84,000,000円 

  有形固定資産の取得に伴う増加額 ― 

  時の経過による調整額 100,000円 

  資産除去債務の履行による減少額 ― 

 当事業年度末残高 84,100,000円 

 

7．金融商品の状況に関する注記 

（１）金融商品に対する取組方針 

    当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行からの借入により資金を調達して
おります。 

（２） 金融商品の内容およびそのリスク並びにリスク管理体制 

    営業債権である受取手形、得意先貸、未収入金、交計未収金および取立未収金に係る顧客のリ
スクは経理規程に沿ってリスク低減を図っております。また、投資有価証券は株式であり、上場
株式については四半期ごとに時価の把握を行っています。 

    営業債務である未払作業費、取立未払金および未払法人税等は、ほとんど1年以内の支払期日
であります。 

    短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 金融商品の時価等に関する事項 

    令和2年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額につい
ては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次
表には含めておりません。 

                         (単位：円）      
 

 
貸借対照表 
計上額 

時価 差額 

（１） 現金及び預金 1,032,192,609 1,032,192,609 ― 

（２） 受取手形 491,000 491,000 ― 

（３） 得意先貸 1,293,534,952 1,293,534,952 ― 

（４） 未収入金 2,515,549,023 2,515,549,023 ― 

（５） 交計未収金 1,385,756,052 1,385,756,052 ― 

（６） 取立未収金 530,787 530,787 ― 

（７） 投資有価証券 
 その他有価証券 

78,746,675 78,746,675 ― 

資産計  6,306,801,098  6,306,801,098 ― 

（１） 未払作業費 3,795,809,605 3,795,809,605 ― 

（２） 取立未払金 269,808 269,808 ― 

（３） 短期借入金 100,000,000 100,000,000 ― 

（４） 未払法人税等 63,156,040 63,156,040 ― 

負債計 3,959,235,453 3,959,235,453 ― 

 
(注)１ 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

  資産 

（１）現金及び預金（２）受取手形（３）得意先貸（４）未収入金（５）交計未収金並びに 

（６）取立未収金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に
よっております。 

（７）投資有価証券 

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 

 

  負債 

（１）未払作業費（２）取立未払金（３）短期借入金並びに（４）未払法人税等 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に
よっております。 

(注)２ 投資有価証券及び関係会社株式のうち、非上場株式（子会社株式42,500,000円、関連会社株式

64,000,000円、その他有価証券45,250,000円）については、市場価格がなく、かつ将来キャッ
シュ・フロ－を見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため
「（７）投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

8. 関連当事者との取引に関する注記 

 （１）親会社及び法人主要株主等                             （単位：円） 
 

種 類 会社等の名称 
議決権等の所有 

(被所有)割合 
関連当事者
との関係 

取引の内容 取引金額 科  目 期末残高 

親会社 日本貨物鉄道㈱ 
被所有 
直接 50.00％ 
間接 0.044％ 

営業取引 
役員派遣 

鉄道運送等
（注1） 

営業原価 
26,694,716,300 

未払作業費 2,658,728,070 

 
上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれて
おります。 

取引条件および取引条件の決定方針等 

（注1）鉄道運送等については、両社間で協議して決定しております。 

 

（２）兄弟会社                             （単位：円） 

種 類 会社等の名称 
議決権等の所有 

(被所有)割合 
関連当事者
との関係 

取引の内容 取引金額 科  目 期末残高 

親会社の
子会社 

ジェイア－ルエ
フ商事㈱ 

   － 
          

資金の提供 
 

     
資金の貸付

(注1) 

 
400,000,000 

 
― ― 

取引条件および取引条件の決定方針等 

（注1）資金の貸付については半年間とし、貸付利率は市場金利を勘案して合理的に決定しており
ます。 

   

9. １株当たり情報に関する注記 

（１） １株当たり純資産額 1,815円11銭 

   

（２） １株当たり当期純利益金額 66円20銭 

 

 


